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今 月 の トォフ

この冊子は１部当たり約 25 円で作成しています（人件費など間接経費は含まれていません）。
また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な財源となっています。
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生の魚を巻いた昆布を、真剣な表情で
切る参加者。８月22日、伊万里公民館
で『親子おくんち料理教室』が開催さ
れました。参加した親子 23 人は、講
師に料理のコツを教えてもらいながら、
にごみや栗おこわなどおくんちに欠か
せない５品の料理に挑戦しました【13
ページに関連記事を掲載しています】。
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は
、
歳
入
の
状
況

を
示
し
て
い
ま
す
。
歳
入
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は
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５
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で
、
平

成
25
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度
に
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㌫
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歳
入
は
、
市
税
な
ど
市
が
独
自

に
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る
『
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主
財
源
』
と
、

国
や
県
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ら
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付
さ
れ
る
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助
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ど
の
『
依
存
財
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け
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２
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を
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こ
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う
ち
市
税
は
、

74
億
７
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25
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㌫
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ま
た
、
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１
５
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円
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、
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の
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㌫
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め
、
平
成
25

年
度
に
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べ
て
７
・
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㌫
増
加
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
地
方
交
付
税
な

ど
は
61
億
６
５
７
４
万
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、
平

成
25
年
度
に
比
べ
て
６
・
８
㌫
減
少

し
て
い
ま
す
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歳
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４
億
６
８
２
７
万
円

一般会計の決算額は、歳入総額（１年間に市へ入っ
てきたお金）254 億 6,827 万円、歳出総額（１
年間に市が使ったお金）250 億 2,904 万円で、
差額４億 3,923 万円（形式収支）は平成 27 年度
へ繰り越しました。ただし、この差額の中には、
平成 27 年度に支払う 2,602 万円（翌年度の繰り
越し財源）が含まれていて、これを除く実質収支
は４億 1,321 万円の黒字でした。この実質収支
から平成 25 年度の実質収支５億 2,120 万円を
差し引いた平成 26 年度の単年度収支は１億 799
万円の赤字となりました。なお、平成 26 年度は、
平成 25 年度に比べて歳入が約 15 億円、歳出が
約 16 億円増加しています。
最近の景気の動向は、回復基調にあるとの見方も
ありますが、まだまだ不透明であり、依然として
市の財政状況は厳しい状況が続くと見込まれます。
今後もより一層の行財政改革に取り組んでいくこ
とが必要です。

グラフ１　一般会計歳入の状況  一般会計の状況
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：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索
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交
通
安
全
対
策
な
ど
に
要
す
る
経
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と
し
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務
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約
30
億

円
を
支
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し
ま
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こ
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ほ
か
、
学
校
教
育
や
社
会

教
育
な
ど
の
『
教
育
費
』
に
約

26
億
円
、
借
入
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元
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償
還
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充
て
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円
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円
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環
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し
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ま
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区　　分 平成26 年度末残高
一般会計 211億4,546万円

公共下水道事業（特別会計） 121億4,488万円

農業集落排水事業（特別会計） 10億6,807万円

水道事業（企業会計） 48億1,366万円

工業用水道事業（企業会計） 141億5,933万円

合　計 533億3,140万円 

　市債残高

区　　　分 平成26 年度末残高

１ 財政調整基金 12億3,769万円

２ 減債基金 6億2,651万円

３ 公共施設整備基金 4億　120万円

４ 市有林野保全基金 1,749万円

５ 城Ⅱ灌漑揚水維持管理基金 9,112万円

６ 国民健康保険基金 2万円

７ 介護保険基金 6,558万円

８ アマチュア陶芸展振興基金 0万円

9 緑化推進・環境保全基金 26万円

10 教育振興奨励基金 653万円

11 文化振興基金 1,298万円

12 まちづくり基金 3億4,976万円

13 青少年育成基金 1,919万円

14 保健事業推進基金 4万円

15 ふるさと創生人材育成基金 9,663万円

16 福祉基金 4億7,152万円

17 国際交流基金 369万円

18 子育て応援基金 156万円

19 ふるさと応援基金 770万円

20 国民健康保険財政健全化基金 1億5,002万円

21 広域ごみ処理施設建設に係る
地域振興基金 1億3,796万円

合　計 36億9,745万円

　基金残高

市債残高全体に対する市民１人当たりの借入金（市債）残高は 94 万 4,638 円、
市民１人当たりの預金（基金）残高は 6 万 5,491 円となっています。市債の
発行は償還元金以内に抑え、新たな借金の抑制に努めながら、計画的な返済
と市債残高の縮減を行います。また、基金については、災害や不測の事態に
備えて、計画的に積み立てます。
※市の人口 56,457 人（平成27年9月１日現在、住民基本台帳による）で算出

会 計 区 分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 68億7,709万円 77億4,957万円 △8億7,248万円

介護保険 60億2,652万円 59億1,350万円 1億1,302万円

立花台地開発事業 1億1,659万円 608万円 1億1,051万円

公共下水道事業 20億　670万円 20億8,991万円 △8,321万円

農業集落排水事業 1億4,497万円 １億5,202万円 △705万円

市営駐車場 2,537万円 864万円 1,673万円

後期高齢者医療 13億3,626万円 13億3,445万円 181万円

『特別会計』は、決められた特定の事業を行う
場合に、特定の収入をもってその事業に充て
るため一般会計とは区別して経理しています。
７つの特別会計があります。

会 計 区 分 収　　入 支　　出 差　　引

水道事業
収益的 13億4,102万円 13億2,071万円 2,031万円

資本的 13億8,536万円 22億　373万円 △8億1,837万円

工業用
水道事業

収益的 9億9,273万円 11億3,978万円 △1億4,705万円

資本的 5億3,380万円 6億6,588万円 △1億3,208万円

『企業会計』は、公営企業法に定められた独立
採算を基本とした会計です。２つの企業会計が
あります。

● 健全化判断比率（４種類の指標）　この指標は、値が小さいほど財政が健全であることを示します。平
成 26 年度決算に基づき算定した各指標は、いずれも早期健全化の基準値を下回りました。

※『ー』は、当該比率が生じていない（黒字である）ことを表しています。
※ 早期健全化基準を上回ると、歳出削減を行うための財政健全化計画の策定が義務付けられ、財政再生

基準を上回ると、財政再生計画の策定が義務付けられ、地方債の発行が制限される場合があります。
● 資金不足比率　各公営企業における『資金不足比率』については、いずれも資金不足はありませんでした。
※ 公営企業とは、水道事業、工業用水道事業の企業会計と、立花台地開発事業、公共下水道事業、農業

集落排水事業の特別会計をいいます。

指　標　名 比　率 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率
一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規
模に対する比率

ー 12.9％ 20.0％

連結実質赤字比率
すべての会計を対象とした実質赤字（または
資金の不足額）の標準財政規模に対する比率

ー 17.9％ 30.0％

実質公債費比率
一般会計が負担する元利償還金および準元利
償還金の標準財政規模に対する比率

17.6％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率
一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率

127.5％ 350.0％

平成 26 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率について

『基金』は、一般家庭の普通預
金に当たる財政調整基金や借金
の返済に充てる減債基金など、
21 の特定目的基金があります。

※青字の基金については、皆さんの善意を受けながら
基金の充実を図りました。

各会計ごとの市債残高です。

『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』第３条第１項および第 22 条第１項の規定により、平成 26 年度決算に
おける健全化判断比率および資金不足比率を、下記のとおり公表します。

特別会計の状況

企業会計の状況
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市の財政状況を、わが家の家計簿として考えてみましょう。
平成 26 年度一般会計決算の歳入から市税 74 億 7,665
万円と地方交付税などの 61 億 6,574 万円を合わせた、
136 億 4,239 万円を給料 400 万円の家計に置き換えた

『いまり家の家計簿』を作成しました。

■収入の６割は給料

市の家計グラフ（内訳）

平成 26 年度の『いまり家』の収入を見ると、
支出を賄う収入を確保するために、銀行から
の借り入れ（③）や預貯金の取り崩し（⑦）
を行っていることがわかります。
今後の景気動向などにより、『いまり家』の給
料（①）や実家からの援助（②）も減少する
可能性があります。

生活費（⑧）や医療費（⑨）、ローンの返済（⑪）、
子どもへの仕送り（⑫）などの最低限必要な経
費が多く、自由に使えるお金が多くないことか
ら、預貯金（⑭）への積立は全体の３㌫弱しか
ないなど、『いまり家』はぜいたくをできる状
況ではないといえます。
今後も医療費など（⑨）が増加していくことが
見込まれますので、現状を維持するためには、
できる限り支出を抑えなければなりません。ま
た、家の老朽化が進んでいて、今後増改築（⑩）
が必要な部分が多いこと（※）や、不慮の出費
に備えるためにも、借金の残高を減らしなが
ら、毎年の預貯金をさらに増やすよう努力して
いくことが必要です。

（※）『家の増改築』とは、小中学校の改修や、
ごみ処理施設の建設など公共施設の整備
を示しています。

　収入（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　746.8 万円

①給料（諸手当含む）　
　市税
　地方譲与税
　利子割交付金
　配当割交付金
　株式等譲渡所得割交付金
　地方消費税交付金
　自動車取得税交付金
　地方特例交付金
　地方交付税
　交通安全対策特別交付金

②実家からの援助
　国庫支出金
　県支出金

400.0 万円
219.3 万円

8.4 万円
0.3 万円
0.9 万円
0.4 万円

18.7 万円
0.8 万円
0.6 万円

150.3 万円
0.3 万円

203.1 万円
127.6 万円
75.5 万円

③銀行からの借り入れ
　市債

④雑収入
　諸収入
　寄付金

⑤家賃収入
　分担金・負担金
　財産収入
　使用料・手数料

⑥前年の余り
　繰越金

⑦預貯金の取り崩し
　繰入金

72.0 万円
72.0 万円

22.3 万円
19.8 万円
2.5 万円

25.0 万円
13.5 万円
1.6 万円
9.9 万円

15.7 万円
15.7 万円

8.7 万円
8.7 万円

■節約と貯蓄

　支出（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　649.5 万円

206.3 万円
135.4 万円
70.9 万円

159.8 万円
159.8 万円

40.9 万円
40.9 万円

70.5 万円
70.5 万円

⑧生活費（食費、光熱水費など）
　人件費
　物件費

⑨医療費・学費など
　扶助費

⑩家の増改築費
　普通建設事業費

⑪ローンの返済
　公債費

⑫子どもへの仕送り
　繰出金

⑬税金・自治会への会費
　補助費など

⑭預貯金
　積立金

⑮その他
　維持補修費
　災害復旧費
　投資・出資・貸付金

84.3万円
84.3 万円

47.1万円
47.1 万円

17.5万円
17.5 万円

23.1万円
3.3 万円
3.8 万円

16.0 万円
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左上の表（支出）を円グラフで表すと、
このようになります。

⑧生活費（食費・
光熱水費など）
206.3 万円
（32％）

⑨医療費・学費など
159.8 万円
（25％）

⑪ローンの返済
70.5 万円
（11％）

⑫子供への仕送り
84.3 万円
（13％）

⑩家の増改築費
40.9 万円
（6％）

⑮その他
  23.1 万円

（3％）

⑭預貯金
17.5 万円
（3％）⑬税金・自治

会への会費
　47.1 万円

  （7％）
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行政改革推進中！

平成26年度の取り組み実績をお知らせします
● 問合先　企画政策課行財政改革推進室（　 ☎㉓２１２４）

市は、『第５次行政改革大綱』（計画期間：平成 23 年度〜 27 年度）を策定し、『職員意識と職場風土の変革』
を基本理念として、『職員の意識改革』、『成果を重視した行政経営システムの確立』、『健全な財政運営の
確立』の３つの視点から行政改革に取り組んでいます。

職員の
意識改革

健全な
財政運営の

確立

成果を重視
した行政経営
システムの

確立《基本理念》

職員意識と職場風土の変革

推進方策 計画期間の最終（平成 27 年度）目標 平成 26 年度実績

コスト意識の徹底 時間外勤務時間（年間）を縮
減した割合 前年度比５％縮減

前年度比 11.9％増
（新規事業の開始や災害発生などに
よる突発的な事務量の増）

改革・改善の職場風土
づくり

職員提案および業務改善に取
り組んだ職員数 300 人以上 96 人

人材育成の体制強化 人事評価の１人当たりの平均
評価点 70 点以上 70.34 点

また、各視点の下に、個別の推進方策と目標を掲げたほか、第５次行政改革大綱『実施計画』において、
目標達成のための 45 項目の具体的な取り組みを設けるとともに、成果指標（達成すべき状態または数値）
を定めて、計画的かつ積極的に取り組むことにより、市民満足度の向上や財政の健全化に努めています。

実施計画における平成 26 年度の目標達成状況

視点１：職員の意識改革
市民のニーズに的確に対応した行政サービスを提供し、市民満足度の向上を図るため、職員の意識改革や職場の改善に
取り組みました。

《具体的な取り組みの例》
▷時間外勤務時間の縮減

係ごとに、時間外勤務実績を基にして縮減目標を設定し、事務の効率化を図ったほか、『ノー残業デー』（水・金曜日）
を推進するとともに、『時差出勤制度』（夜間の会議開催日に出勤時間を遅らせる制度）を試行しました。特に、前年度
に時間外勤務時間が多かった係は、縮減計画を作成して大幅な縮減に取り組みました。

【成果指標】職員１人当たりの時間外勤務時間数（年間）　【平成26年度目標】前年度実績の５％減 → 【実績】11.9％増

▷窓口応対の改善
市役所１階の窓口担当部署において、『さわやか応対推進週間』（年４回）に合わせ、『窓口アンケート調査』を実施しました。
また、回答の中で出された意見や要望は、業務の重点目標として取り入れ、応対の改善に取り組みました。

【成果指標】窓口アンケート調査で、職員の応対に『満足』または『やや満足』と回答した割合（合計）　
【平成26年度目標】85.0％　→　【実績】95.0％

▷各種研修会の開催
市主催の研修会を開催したほか、外部の研修への参加機会を増やし、職員の能力開発・向上に努めました。

【成果指標】研修会への参加者数（延べ人数）　【平成26年度目標】1,500 人　→　【実績】1,068 人

具体的な取り組み：10 項目
目標を 70％以上達成した項目（※1）：６項目〔達成率 60.0％〕

（※1）実績値÷目標値で 70％以上となった項目のこと
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視点２：成果を重視した行政経営システムの確立

視点３：健全な財政運営の確立

行政評価の客観性を確保するとともに、評価制度の向上を図るため、行政評価委員会による第三者評価を実施しました。
また、経営戦略会議を開催し、必要性や緊急性などを考慮しながら事業の採択について検討しました。

《具体的な取り組みの例》
▷行政評価の成果指標の見直し

施策や事務事業の妥当性、有効性、コスト面などを測るものさしである『成果指標』を見直し、行政評価委員会におい
て第三者評価を受けました。

【成果指標】見直した成果指標が、第三者評価で『適切である』と判定された割合　
【平成26年度目標】80.0％　→　【実績】52.0％

具体的な取り組み：５項目
目標を 70％以上達成した項目：２項目〔達成率 40.0％〕

推進方策 計画期間の最終（平成 27 年度）目標 平成 26 年度実績

行政評価の精度向上 第三者評価で、『総合的な内容が悪い』
とされた評価表の割合 0％（※2） 8.0％

政策形成プロセスの
再構築

行政評価結果を予算編成に反映させ
た事務事業の割合（政策的事業） 100％ 100％

（※2）平成 26 年度の目標値（第三者評価は隔年実施であり、平成 27 年度は実施しないため）

最小の経費で最大の効果を上げる行政運営をめざして、市税などの収納率向上による自主財源の確保に取り組みました。
また、職員数を抑制するとともに、職員の適正な配置に努めました。

具体的な取り組み：39 項目
目標を 70％以上達成した項目：28 項目〔達成率 71.7％〕

推進方策 計画期間の最終（平成 27 年度）目標 平成 26 年度実績

自主財源の確保
市税の収納率（現年度） 98.3％以上 98.8％

自主財源比率 45.5％以上 38.9％

健全な財政基盤の確立
実質公債費比率 22.2％以下 17.6％

経常収支比率 96.6％以下 92.8％

定員管理の適正化 職員数 555 人以下 468 人（４月１日現在）

アウトソーシング（外
部委託、民営化など）
の導入

導入の要否について方針を決定した
事業数 100％ 11.1％

導入方針を決定した事業のうち、ア
ウトソーシングを実施した事業数 100％ 0％

◆詳しい内容は、市役所１階の市民情報コーナーや各町公民館に備え付けの『第５次行政改革大綱実
績報告』に記載していますので閲覧してください。また、市ホームページにも掲載しています。

《具体的な取り組みの例》
▷市税の収納率の向上

コールセンターに委託して、市税の滞納者に対する集中的な電話催告を実施するとともに、強化期間中には税務課の全
職員による催告も行いました。また、滞納者向けの時間外・休日相談や、ファイナンシャルプランナーによる生活再建
支援に取り組んだほか、差押えの強化により税収および税負担の公平性の確保に努めました。

【成果指標】市税の収納率（現年度）　【平成26年度目標】98.7％　→　【実績】98.8％

▷農業集落排水事業特別会計の健全な運営
使用料の収納率を向上させるとともに、公正な賦課を図るため、戸別訪問（年間 327 回）を実施し、納付勧奨や使用実
態調査を行いました。

【成果指標】使用料の収納率（現年度）　【平成26年度目標】96.8％　→　【実績】99.1％

▷定員適正化計画の推進
退職者の不補充や、組織機構の見直しによる部局間の柔軟かつ適正な人員配置に努め、可能な限り職員数を抑制しました。

【成果指標】職員削減数（前年比）　【平成26年度目標】87 人　→　【実績】93 人

▷地籍調査における一筆現地調査の外部委託の実施（アウトソーシング導入）の検討
過去に業務の一部を外部委託した経緯や、全国的な実施状況を参考に、経費面や実施によるメリット・デメリットなど
を総合的に検討しました。

【成果指標】導入または非導入の方針決定　【平成26年度目標】方針決定　→　【実績】方針決定（導入せず）



◆浄化槽は、定期的に維持管理をしてください
①保守点検
　浄化槽の点検、調整などを行ってください。専門

知識が必要ですので、県の登録業者に委託してく
ださい。

②清　掃（年１回以上）
　清掃とは、浄化槽の槽内にたまった汚泥を抜き取

ることで、市の許可業者に委託してください。
▷保守点検（県登録業者）と清掃（市許可業者）を

行う事業所
　株式会社あくあぐりーん（☎㉒４７３８）　
　株式会社カンセイ（☎㉒６１３８）
▷保守点検（県登録業者）のみを行う事業所
　エコ・サイエンス株式会社（☎⑳２６７７）
　株式会社翼コンサルタント（☎㉔３０３８）

浄化槽は、下水道と同じように生活排水をきれいにしてくれます。しかし、使い方を誤ると、水質の汚濁や悪臭
の発生を招くなど、生活環境を悪化させる原因にもなります。正しい使用方法を心がけ、適正な維持管理を行っ
てください。

● 申込・問合先　下水道課業務係（☎㉓２３９５）

③法定検査（年１回）
　保守点検や清掃がきちんと行われ、浄化槽が正し

く機能しているか、一般財団法人佐賀県環境科学
検査協会（指定検査機関）の検査を受けてください。

※浄化槽を廃止するときは、届け出が必要です。
　伊万里保健福祉事務所環境保全課（☎㉓２１０３）

に確認してください。
◆日常の使用では、次のことを注意してください
▷便器を清掃するときは、微生物に影響を与える薬

剤を使わない。
▷トイレにトイレットペーパー以外の異物を流さない。
▷台所から野菜くずや油を流さない。
▷浄化槽の電源は切らない。
▷マンホールの上に物を置かず、ふたはいつもきち

んと閉じておく。

市は、公共下水道および農業集落排水の処理区域外に浄化槽を設置しようとする人に補助を行っています。補
助金の申請書は、提出順に受け付けています。なお、予算には限りがありますので、事前に受け付け状況など
を下水道課に確認してください。

10 月 1 日は『浄化槽の日』です

インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

『ふるさと応援寄附金』平成 26 年度の寄付の状況と活用事業

●問合先　企画政策課ふるさと応援係（　☎㉓２３１２）・財政課財政係（☎㉓２１１２）

平成 26 年度の寄付金総額（件数）は 8,311 万 1,071 円（4,194 件）で、この制度を始めた平成 20 年度
からの合計金額は、9,387 万 313 円となりました。ご寄付いただいた皆さま、誠にありがとうございました。
市では、寄付者の意向に配慮しながら、寄付金の一部をさまざまな事業に活用させていただいています。

①歴史、文化を活かし
たふるさとづくり

②市民によるま
ちおこし ③自然環境の保全 ④市長おまかせ 合　計

平成26年度 1,384 万 2,070 円
（766 件）

807万 4,000 円
（467 件）

1,846 万 9,001 円
（985 件）

4,272 万 6,000 円
（1,976 件）

8,311 万 1,071 円
（4,194 件）

平成25年度
《参考》

15 万 5,000 円
（6 件）

3 万円
（3 件）

3 万円
（3 件）

188 万 5,000 円
（13 件）

210 万円
（25 件）

寄付金の受入状況

『甲子園プロジェクト』や『観光ＰＲ』、『家
う ち

読
ど く

』を推進するための事業経
費の一部として活用しました。

↑平成 26 年度の観光 PR 事業で実施した
　ＫＫＲホテル博多での『春の美食宴』の様子

寄付金の活用状況

平成27年度に活用する内容

『ゲートボール場のトイレ洋式化』や『観光ＰＲ』、『大川内鍋島窯跡学術調査』、
『ブックスタート』などの事業経費の一部として活用します。また、残りの
寄付金についても、今後の事業のために大切に活用させていただきます。
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浄化槽を使用している皆さんへ

これから住宅に浄化槽を設置する皆さんへ

　　 コース名 
  年　度



市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

伊万里市内の登録店舗で使用できるプレミア
ム付商品券『伊万里で買う Buy! とくとくお買
い物券２０１５』を販売します。
● 販売期間　10 月４日（日）〜

平成 28 年１月 31 日（日）
※売り切れしだい、販売終了します。
● 販売所（販売時間は各施設で異なります）
▷ 10 月４日（日）
　市民センター（文化ギャラリー）、伊万里玉

屋（２階）、黒川・松浦・山代公民館　
▷ 10 月５日（月）以降　
　伊万里商工会議所（平日のみ）、伊万里信用

金庫（平日のみ）、伊万里玉屋（店休日を除く）
● 発行総額　４億 1,400 万円（34,500 冊）
● 販売形式　１冊当たり（1,000 円券×12 枚

=12,000 円）10,000 円で販売
● 有効期間　10 月４日（日）〜

平成 28 年１月 31 日（日）
※有効期間を過ぎると使用できません。
※現金への払い戻しはできません。
● 購入上限　１世帯当たり５冊（５万円）まで
※伊万里市民が対象です。
● 購入方法　市役所だより９月 15 日号と一緒

に配布した申込書に必要事項を記入し、販
売所に購入代金と一緒に持参してください。

※販売所ごとの先着順で販売します。
● 問合先
▷伊万里商工会議所（☎㉒３１１１）
▷企業誘致・商工振興課（　☎㉓２１８４）
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伊
万
里
・
有
田
消
防
本
部
は
、

９
月
９
日
、
伊
万
里
・
有
田
地
区

の
５
事
業
所
を
新
た
に
救
急
優
良

事
業
所
に
認
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
救
急
講
習
の
受
講
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
事
業
所
を
消
防
長
が
認
定

す
る
制
度
で
、
平
成
23
年
度
に
始

ま
り
ま
し
た
。
今
回
で
19
事
業
所

が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
消
防
機
関
へ
の
迅
速
な
通
報
や

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
適
切

な
応
急
処
置
な
ど
、
事
業
所
と
の

協
働
に
よ
る
救
命
率
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
が
今
後
さ
ら
に
期
待

さ
れ
ま
す
。

◆
今
回
認
定
さ
れ
た
事
業
所

▽
タ
カ
タ
九
州
株
式
会
社
有
田
製

造
所
（
有
田
町
）

▽
社
会
福
祉
法
人
佐
代
川
福
祉
会

さ
く
ら
保
育
園
（
山
代
町
）

▽
夢
咲
ホ
ー
ム
み
ず
穂
（
二
里
町
）

▽
中
国
木
材
株
式
会
社
伊
万
里
事

業
所
（
山
代
町
）

▽
有
限
会
社
有
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
（
有
田
町
）

協
働
に
よ
る安

全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

↑新たに認定証の交付を受けた救急優良事業所の皆さん

伊万里で買うBuy!
『とくとくお買い物券2015』

救
急
優
良
事
業
所
認
定
証
交
付
式

いよいよ販売開始 !!

20%

プレミアム率

　
寝
台
列
車

　
か
つ
て
、
列
島
各
地
を
結
ん

だ
寝
台
列
車
は
、
札
幌
と
上
野

を
結
ぶ
寝
台
特
急
『
北
斗
星
』

の
８
月
の
運
行
を
最
後
に
、
そ

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

昭
和
33
年
に
登
場
し
た
寝
台
列

車
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
足
と
し
て
東

奔
西
走
し
、
国
鉄
の
顔
と
し
て

活
躍
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
、
九
州
で
は
、
長
崎
と

東
京
を
結
ぶ
寝
台
列
車
『
さ
く

ら
』
と
『
西
海
』
が
運
行
。
こ

ち
ら
を
夕
方
出
発
し
、
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
車
内
で
ゆ
っ
く

り
と
ビ
ー
ル
な
ど
を
飲
み
、
暗

く
な
る
と
３
段
ベ
ッ
ド
に
横
た

わ
り
、
明
け
方
に
は
洗
顔
し
、

富
士
山
を
眺
め
な
が
ら
昼
前
に

東
京
駅
に
着
く
と
い
う
、
ま
さ

に
動
く
宿
泊
列
車
で
す
。
私
も

東
京
出
張
な
ど
に
よ
く
利
用
し

た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
時
代

の
変
遷
と
と
も
に
、
新
幹
線
や

飛
行
機
、
高
速
・
夜
行
バ
ス
に

お
さ
れ
て
、
つ
い
に
姿
を
消
し

た
こ
と
に
は
、
一
抹
の
寂
し
さ

が
残
り
ま
す
。

　
流
行
歌
は
、
時
代
を
映
す
鏡

と
言
わ
れ
ま
す
。
井
沢
八
郎
さ

ん
の
曲
『
あ
あゝ

上
野
駅
』
の
一

節
に
、『
ど
こ
か
に
故
郷
の
香
り

を
の
せ
て
入
る
列
車
の
懐
か
し

さ
』、『
就
職
列
車
に
揺
ら
れ
て

着
い
た
‥
上
野
は
俺
ら
の
心
の

駅
だ
』
と
あ
る
よ
う
に
、
ふ
る

さ
と
と
東
京
を
結
ぶ
列
車
に
は
、

当
時
の
人
た
ち
の
特
別
な
思
い

が
あ
り
ま
す
。
春
日
八
郎
さ
ん

の
曲
『
赤
い
ラ
ン
プ
の
終
列
車
』

も
、
寝
台
列
車
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
で
す
。

　
集
団
就
職
で
、
東
京
や
名
古
屋

な
ど
へ
旅
立
つ
人
を
駅
の
ホ
ー

ム
で
見
送
っ
た
光
景
は
過
去
の

も
の
と
な
り
、
昭
和
の
時
代
が

遠
く
に
去
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
乗
り
物
は
、
速
さ
を
追
求
さ

れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、

『
せ
ま
い
日
本
、
そ
ん
な
に
急
い

で
ど
こ
へ
行
く
』
の
言
葉
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
の
ん
び
り

と
風
情
を
感
じ
な
が
ら
旅
す
る

の
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
寝
台
列
車
が
復
古
調
で

再
登
場
す
る
日
が
あ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
秋
本
番
、
三
橋
美
智
也
さ
ん

の
『
哀
愁
列
車
』
で
も
口
ず
さ

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
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10 月４日（日）
● 伊万里スポーツデイ
▷市民ペタンク大会　
　午前８時30分開会　国見台球技場
▷伊万里っ子・キッズスポーツフェ

スティバル　
　午前９時開会　国見台陸上競技場
▷新体力テスト　
　午前９時30分開会　国見台武道館
11 日（日）
● 市近郊卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
12 日（月・祝）
● 市民バレーボール大会
　午前８時30分開会　国見台体育館
● 国見台陸上カーニバル
　午前９時開会　国見台陸上競技場
15 日（木）
● ふれあいいきいき

グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　

国見台陸上競技場ほか
17 日（土）
● 市小学校陸上運動大会
　午前８時20分開会　

国見台陸上競技場
17 日（土）・18 日（日）
● 県民体育大会
　午前８時50分開会　

鳥栖市・神埼市ほか
25 日（日）
● 市近郊ジュニアバドミントン交流大会
　午前９時開会　国見中学校
31日（土）、11月１日（日）、３日（火・祝）
● 市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球秋季大会
　午前９時開会　国見台野球場
11 月１日（日）
● 秘窯の里伊万里ラージボール卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
11 月３日（火・祝）
● ベースボールフェスタｉｎ 国見台
　午前10時試合開始　国見台野球場
● 伊西地区中学生新人ソフトテニス大会
　午前８時30分開会　国見台庭球場

10 月の市民スポーツ

４日（日）
● 大坪地区町民運動会
　午前８時開会　伊万里中学校
● 立花地区町民運動会
　午前８時開会　立花小学校
● 二里町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　二里小学校
18 日（日）
● 伊万里地区グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　伊万里小学校
● 東山代町民体育大会
　午前８時30分開会　東山代小学校
25 日（日）
● 南波多町内一周駅伝大会
　午前８時30分開会　南波多町内
● 夢みさきクロスカントリー大会
　午前８時40分開会　

伊万里ファミリーパーク
● 松浦町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前９時開会　松浦運動広場
11 月１日（日）
● 黒川町内一周駅伝競走大会
　午前９時開会　黒川町内
● 松浦町内一周駅伝大会
　午後１時30分開会　松浦町内

10 月の町民スポーツ　
８
月
22
日
、
南
波
多
小
学
校
で

市
教
育
長
杯
中
学
校
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
日
、
市
内
７
中
学

校
か
ら
88
人
が
参
加
し
て
、
ペ
タ

ン
ク
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
オ
ー
バ

ル
ボ
ー
ル
の
３
種
目
に
挑
戦
。
生

徒
た
ち
は
、
真
剣
勝
負
を
繰
り
広

げ
な
が
ら
も
、
他
校
の
生
徒
た
ち

と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
総
合
の
部

▽
優
　
勝
　
東
陵
中
学
校

▽
準
優
勝
　
青
嶺
中
学
校

▽
３
　
位
　
国
見
中
学
校

◆
種
目
の
部
（
優
勝
の
み
）

▽
ペ
タ
ン
ク
　
　  

南
波
多
中
学
校

▽
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
　  

青
嶺
中
学
校

▽
オ
ー
バ
ル
ボ
ー
ル  

青
嶺
中
学
校

↑ペタンクを楽しむ中学生

↑接戦が多かったカロ−リ
ング

◆
市
内
チ
ー
ム
の
主
な
成
績

▽
１
位
グ
ル
ー
プ
・
３
位
　

　
Ｆ
Ｃ
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
ジ
ュ
ニ
ア

▽
２
位
グ
ル
ー
プ
・
２
位
　

　
大
坪
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ↑鋭いドリブルを見せるＦＣ

エスペランサジュニアの山
本龍希選手（右から４人目）

第
21
回
伊
万
里
カ
ッ
プ

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

● 

期
　
日  

８
月
22
日
（
土
）・

23
日
（
日
）

● 

場
　
所  

国
見
台
陸
上
競
技
場
、

伊
万
里
湾
大
橋
球
技
場
ほ
か

● 

参
加
チ
ー
ム
数
　
36
チ
ー
ム

（
う
ち
市
内
４
チ
ー
ム
）

市
教
育
長
杯
第
８
回
中
学
校

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

体
動
か
し 

楽
し
み
な
が
ら 

交
流
深
ま
る

第
28
回
市
長
杯
争
奪
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

技
術
と
頭
脳
と
チ
ー
ム
プ
レ
ー
　
立
花
台
チ
ー
ム
が
優
勝

　
９
月
17
日
、
国
見
台
球
技
場
で

市
長
杯
争
奪
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
24
チ
ー
ム
、

１
５
５
人
が
出
場
し
、
好
ゲ
ー
ム

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
上

位
成
績
と
特
別
賞
受
賞
者
（
90
歳

以
上
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
上
位
成
績

▽
優
　
勝
　
立
花
台
（
立
花
地
区
）

▽
準
優
勝
　
脇
　
野
（
東
山
代
町
）

▽
３
　
位
　
山
代
西
部
（
山
代
町
）

◆
特
別
賞
受
賞
者

氏
　
名

年
齢

性
別

町 

名

中
山
　
常
治

94

男

大
　
川

堀
田
　
郁
治

94

男

大
　
川

山
口
テ
ル
ヨ

92

女

松
　
浦

田
原
マ
ツ
ヱ

92

女

波
多
津

岩
﨑
百
合
枝

92

女

二
　
里

井
手
　
　
匠

91

男

南
波
多

村
上
　
幸
子

91

女

松
　
浦

楢
﨑
　
　
林

91

男

大
　
川

大
野
　
初
雄

91

男

松
　
浦

馬
場
　
兼
男

91

男

松
　
浦

仲
尾
　
　
勝

90

男

大
　
川

山
口
　
義
美

90

男

松
　
浦

田
中
ツ
ヤ
子

90

女

波
多
津

大
川
内
富
市

90

男

二
　
里

佐
藤
　
春
次

90

男

二
　
里

（
年
齢
は
９
月
17
日
現
在
、
敬
称
略
）

↑チームプレーで勝利
をめざす出場者



　
　
　

　

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

伊
万
里
市
男
女
恊
働
参
画
懇
話
会
　
い
ま
り
プ
ラ
ザ

　
さ
ぁ
、
夫
婦
協
働
の
第
一
歩
を
！
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カ
ブ
ト
ガ
ニ
特
集
⑤

カ
ブ
ト
ガ
ニ
と
い
う
生
き
物

　
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、
満
潮
時
に

つ
が
い
（
オ
ス
が
メ
ス
に
つ
か

ま
っ
た
状
態
）
で
砂
浜
に
や
っ

て
来
て
、
卵
が
ほ
か
の
生
き
物

か
ら
捕
食
さ
れ
に
く
い
海
水
面

近
く
の
砂
の
中
に
産
卵
し
ま

す
。
海
水
面
が
高
く
な
る
大
潮

前
後
の
満
潮
時
に
は
、
特
に
多

く
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
産
卵
に

や
っ
て
き
ま
す
。

　
卵
は
、
約
50
日
で
ふ
化
し
て

幼
生
（
子
ど
も
）
に
な
り
ま
す
。

幼
生
は
、
９
月
下
旬
〜
10
月
上

旬
の
大
潮
前
後
の
満
潮
時
に
海

水
中
に
出
て
、
引
き
潮
に
乗
っ

て
干
潟
に
移
動
し
、
脱
皮
を
繰

り
返
し
て
成
長
し
ま
す
。
10
齢

（
生
後
約
７
年
で
脱
皮
を
９
回

し
た
幼
生
）く
ら
い
に
な
る
と
、

生
活
の
場
を
沖
合
の
海
底
に
移

す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
成
体
（
大

人
）
に
な
る
ま
で
に
か
か
る
年

数
は
、
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
飼
育
さ
れ
た
個
体
で
約
11

年
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
野
生
の

も
の
は
も
う
少
し
長
く
か
か
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
成
体
に
な
る
ま
で
の
脱
皮
回

数
は
、
そ
の
大
き
さ
な
ど
個
体

差
も
あ
り
ま
す
が
、
ふ
化
し
て

か
ら
14
～
16
回
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
ふ
化
し
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ

は
、
十
数
年
後
に
は
こ
の
伊
万

里
湾
に
産
卵
に
戻
っ
て
く
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

↑ふ化する前のカブトガニの卵

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
生
態

−
−

　
私
の
年
齢
は
30
代
前
半
で
す
。

こ
の
年
代
は
、
男
女
が
一
緒
に
家

庭
科
や
技
術
の
授
業
を
受
け
た
世

代
で
す
が
、
私
の
価
値
観
は
、
固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
縛

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
男
性
は
外
で

働
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
家
で
ゆ
っ

く
り
で
き
る
よ
う
に
女
性
は
尽
く

さ
な
い
と
い
け
な
い
、
女
性
は
家

庭
を
守
る
も
の
だ
か
ら
、
家
事
も

子
育
て
も
一
人
で
し
っ
か
り
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
、
こ
の
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
幼

少
期
か
ら
家
庭
の
あ
ら
ゆ
る
部
分

で
、『
女
性
は
男
性
を
立
て
る
こ
と
』

が
習
慣
と
し
て
身
近
に
あ
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
実
際
に
子
育
て
を
始

め
て
み
る
と
、
自
分
が
思
い
描
く

よ
う
に
は
進
み
ま
せ
ん
。
夫
に
育

児
や
家
事
を
手
伝
っ
て
欲
し
い
と

思
う
も
の
の
、
ど
う
し
て
も
お
願

い
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、

思
う
よ
う
に
で
き
な
い
自
分
に
イ

ラ
イ
ラ
し
、
涙
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
思
い

切
っ
て
相
談
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

夫
は
「
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
で
き

る
け
ど
、
勝
手
に
し
た
ら
イ
ラ
イ

ラ
が
爆
発
し
そ
う
だ
っ
た
か
ら
手

を
出
せ
な
か
っ
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
当
時
は
、『
イ
ク
メ
ン
』

（
育
児
を
楽
し
む
男
性
）
と
い
う
言

葉
が
出
て
き
た
こ
ろ
で
、
幸
い
に

も
夫
は
育
児
を
す
る
こ
と
に
抵
抗

は
無
く
、
今
で
は
自
然
な
形
で
子

育
て
を
共
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
以
来
、
子
育
て
で
大
変
だ
と

感
じ
る
こ
と
な
ど
を
夫
婦
で
共
有

し
、
さ
ら
に
、
家
庭
の
中
で
や
る

べ
き
こ
と
の
優
先
順
位
を
付
け
る

こ
と
で
、
気
持
ち
よ
く
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
子
育
て
を
夫
婦
で
楽
し
む
た

め
に
家
事
を
協
働
で
行
う
、
そ
ん

な
一
歩
を
あ
な
た
も
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
８
月
26
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

同
和
問
題
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、『
差
別
の
な
い
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
』
を
推
進
し
、

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら

ゆ
る
人
権
問
題
へ
の
市
民
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、

８
月
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
が
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
音
楽
評
論
家
の
藤
田
　
正た

だ
し

さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、『
竹
田
の
子
守
唄

〜
名
曲
に
隠
さ
れ
た
真
実
〜
』
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
藤
田
さ
ん
は
、
全
国
的
な
ヒ
ッ

ト
曲
と
な
っ
た
『
竹
田
の
子
守
唄

（
京
都
の
被
差
別
部
落
で
歌
わ
れ
て

い
た
も
の
）』
を
紹
介
。
歌
に
込
め

ら
れ
た
苦
し
い
思
い
や
、
当
時
の

放
送
業
界
の
不
適
切
な
扱
い
（
歌

の
背
景
な
ど
何
も
調
べ
ず
に
う
や

む
や
に
し
、
放
送
禁
止
と
し
た
）

２
０
１
５
同
和
問
題
講
演
会

↑「何事も先入観で判断しない
こと」と呼びかける藤田さん

 「
正
し
く
知
る
こ
と
が
大
切
」

に
よ
り
理
不
尽
な
思
い
を
し
た
人

た
ち
が
い
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、

物
事
を
正
し
く
知
る
こ
と
の
大
切

さ
を
訴
え
ま
し
た
。
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市民図書館で、高齢者の社会参加などを研究する医学博士

の藤原佳
よし

典
のり

さんの講演会がありました。これは、図書館フ

レンズいまりが発足して20年を記念し、開催したものです。

藤原さんは、世代間交流に関する研究事例を紹介し、「絵本

の読み聞かせは高齢者の脳を活性化し、記憶力や注意力を

高める効果がある。認知症予防には最適だ」と話しました。

↑医学的見地から、絵本が持つ可能性や効果について語る藤原さん

　　　図書館フレンズいまり 20 周年記念講演会絵本の読み聞かせで認知症を予防

9.12

『のばそう！健康寿命　担おう！地域づくり

を』をテーマに、市老人福祉大会が市民会館

でありました。これは、生きがいづくりや交流

の拡大を目的に開催されているもので、会員

約 1,000 人が参加。大会は式典と講演、演芸

発表の３部で構成され、式典では退任した単位

クラブの会長７人に感謝状が贈られたほか、演

芸発表では 26 演目に及ぶ歌や踊りが披露され

ました。また、会場には書や工芸などの作品も

展示され、来場者の目を楽しませていました。

　　　伊万里市老人福祉大会高齢者のパワーはなお健在

まちの話題

みんなの広場

↓大坪町老人クラブの有志により披露された灯ろう踊り『よへほ』

巧みな話術で会場を沸かせた講師の林口彰さん

8.27

会員が出品した力作に見入る来場者

開館 20 周年を記念して、市民図書館で図書館伊万里塾が

開催されました。これは、市民図書館の今後のあり方を住

民と一緒に考えるために開催する、連続５回の公開講座で

す。第１回講師の岡 幸
さち

江
え

さん（九州大学大学院准教授）は、

２年前に実施した市民図書館の利用調査結果を踏まえ、こ

れまでの評価やこれからのあり方について講演しました。

↓「個々の利用者の人生に寄り添うことが進化では」と話す岡さん

　　　 開館 20 周年記念事業 図書館伊万里塾第１回人生に寄り添う図書館として成長を

9.6



このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
みんなの広場

東山代町脇野の夏祭り・万
まんとう

燈の夕べが開催され、脇野公民

館で『脇野の大念仏』（県重要無形民俗文化財）が披露さ

れました。これは、念仏を唱えながら太鼓や鉦
かね

を打ち鳴ら

して舞う、雨ごいを祈願する芸能として古くから脇野地区

に伝承されているものです。笠をかぶった白装束姿の踊り

手が輪になって舞う姿に、観客は熱心に見入っていました。

↓脇野の大念仏保存会による幻想的で神秘的な舞い

　　　 万燈の夕べで『脇野の大念仏』を披露神秘的な雨ごいの秘法念仏を伝承

↑多くの参加者でにぎわったモーモちゃんとのじゃんけん大会

東京スカイツリー内に開設された全国観光 PR コーナー

で、市物産観光振興協議会が、伊万里の物産や観光資源な

どを PR しました。観光ポスターや伊万里焼の風鈴など

を展示したほか、観光 DVD の放映や、ふるさと応援寄附

金の募集チラシなどの配布をしました。夏休み期間中と

いうこともあり、多くの家族連れなどが訪れていました。

　　　東京スカイツリーで伊万里の物産などをＰＲ伊万里をモ〜レツにアピール！
↓『かけ和え』を作るため、大根削

そ

ぎに挑戦する子どもたち

　　　親子おくんち料理教室料理を通して伝統文化を伝えたい
親子おくんち料理教室が伊万里公民館で開催されました。

これは、ＮＰＯ法人伊万里のおくんち振興会が、おくんち

料理を通して伝統や文化を若い世代に継承してもらおうと、

市食生活改善推進協議会から６人を講師に迎えて行ったも

のです。にごみや昆布巻きなど、５種類の料理を伝授。子

どもたちは包丁を手に真剣な表情で料理を作っていました。

林業研修センターで木工教室がありました。これは、地元産

の木のぬくもりを感じてもらい、豊かな森づくりを進めよう

と、市が毎年この時期に開催しているものです。参加した家族

連れは、森の役割や地元産の木を使う意味について学んだあ

と、椅
い す

子や台作りに挑戦。子どもたちは、慣れない手つきで

金づちや電動ドライバーを使って木材を組み立てていました。

↑家族と協力しながら楽しそうに釘を打つ参加者

　　　 県産の木材を使った木工教室子どもたちが椅子づくりに挑戦

8.29

13 2015.10

8.21

8.21-27

8.22
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９
月
１
日
、
市
内
に
お
け
る
男

女
の
最
高
齢
者
を
そ
れ
ぞ
れ
塚
部

芳
和
市
長
が
訪
問
し
、
長
寿
を

祝
っ
て
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
女
性
の
最
高
齢
者
は
、
南
波
多

町
の
吉
村
カ
ツ
ミ
さ
ん
、
１
０
６

歳
。
食
欲
が
あ
り
、体
調
も
良
好
で
、

日
中
は
よ
く
数
を
か
ぞ
え
な
が
ら

過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
特
技

は
和
裁
で
、
若
い
こ
ろ
独
学
で
縫

い
方
を
習
得
し
、
近
所
の
人
か
ら

頼
ま
れ
て
着
物
な
ど
を
仕
立
て
て

い
た
と
か
。
ま
た
、子
守
も
上
手
で
、

畑
仕
事
の
合
間
に
、
自
宅
近
く
の

小
学
校
に
勤
め
る
教
員
の
子
ど
も

の
面
倒
を
見
て
い
た
と
の
こ
と
。

料
理
も
好
き
で
、
最
近
ま
で
料
理

番
組
を
見
な
が
ら
自
分
で
作
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
カ
ツ
ミ

さ
ん
の
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、『
自
分

で
、
耳
や
頭
な
ど
を
マ
ッ
サ
ー
ジ

す
る
こ
と
』。
記
念
品
を
受
け
取
る

と
、
目
を
大
き
く
開
き
、
お
礼
の

気
持
ち
を
表
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
男
性
の
最
高
齢
者
は
、
大
坪
町

の
中
島
正ま

さ

海み

さ
ん
、
１
０
４
歳
。

体
調
は
良
好
で
、
若
い
こ
ろ
柔
道

で
鍛
え
た
体
は
丈
夫
そ
の
も
の
。

性
格
も
芯し

ん

が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、

戦
時
中
に
爆
撃
を
受
け
て
右
手
を

負
傷
し
た
も
の
の
、
90
歳
を
過
ぎ

て
も
自
転
車
を
愛
用
し
、
自
宅
近

く
の
み
か
ん
畑
や
、
遠
く
は
山
代

町
あ
た
り
ま
で
よ
く
出
か
け
て
い

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
絵
を
描
い

た
り
、
字
を
書
い
た
り
す
る
な
ど
、

筆
使
い
も
得
意
。
食
欲
は
家
族
も

舌
を
巻
く
ほ
ど
で
、
伊
万
里
牛
や

カ
ニ
が
好
物
だ
と
か
。
そ
ん
な
正

海
さ
ん
の
長
生
き
の
秘
訣
は
、『
マ

イ
ペ
ー
ス
を
貫
く
こ
と
。
そ
し
て
、

好
き
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
』。
記

念
品
を
受
け
取
る
と
、
丁
寧
に
お

礼
を
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

市
内
の
男
女
最
高
齢
者
を
塚
部
市
長
が
訪
問

南
波
多
町 

吉
村
カ
ツ
ミ
さ
ん   

大
坪
町 

中
島
正
海
さ
ん

多
彩
。
特
に
、
歌
う
こ
と
が
大
好

き
で
、
年
齢
を
重
ね
た
現
在
も
、

い
ろ
い
ろ
な
曲
の
歌
詞
や
せ
り
ふ

を
記
憶
し
て
い
る
と
か
。
以
前
、

テ
レ
ビ
番
組
の
『
の
ど
自
慢
』
に

出
場
し
た
経
験
も
あ
り
、
つ
や
の

あ
る
歌
声
は
健
在
で
す
。

　
ま
た
、
料
理
す
る
こ
と
も
好
き

だ
そ
う
で
、
得
意
料
理
は
『
す
き

焼
き
風
煮
』
と
『
煮
し
め
』。
そ
の

味
は
、
家
族
も
真
似
で
き
な
い
ほ

ど
の
絶
品
と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
ん
な
キ
ミ
さ
ん
の
長
生
き
の

秘ひ

訣け
つ

は
、『
好
き
な
こ
と
を
続
け
る

こ
と
。
そ
し
て
、
よ
く
食
べ
、
よ

く
寝
る
こ
と
』
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
、
入
所
中
の
施
設
の
皆

さ
ん
や
家
族
に
囲
ま
れ
、
市
長
に

メ
ダ
ル
を
か
け
て
も
ら
う
と
、
キ

ミ
さ
ん
は
、
少
し
緊
張
し
た
様
子

で
ほ
ほ
え
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
青
木
キ
ミ
さ
ん
を
、
９
月

１
日
、
塚
部
芳
和
市
長
が
訪
問
し
、

記
念
の
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
根
っ
か
ら
の
働
き
者
で
、
若
い

こ
ろ
は
遠
方
ま
で
焼
き
物
や
反
物

の
行
商
に
行
っ
た
り
、
う
ど
ん
店

で
接
客
を
し
た
り
し
て
い
た
キ
ミ

さ
ん
。
性
格
は
明
る
く
、
サ
ー
ビ

ス
精
神
旺お

う

盛せ
い

で
、
歌
や
踊
り
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
趣
味
も

青木 キミさん
（大川内町福野）

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈
い
つ
ま
で
もお元

気
で

吉村 カツミさん（106 歳）

中島 正海さん（104 歳）

遠え
ん
ら
い来
の 
友と
も

と
過す

ぎ
来き

し
日ひ 

な
つ
か
し
み

　
　
　 

　
尽つ

き
ぬ
想お
も

ひい

で出 

夜よ

は
明あ

け
に
け
り

伊
万
里
白
露
短
歌
会

晩ば
ん

秋
し
ゅ
う

を 

活い

け
て
秘ひ

窯よ
う

の 

飾か
ざ

り
窓ま
ど

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

杉
山
　
露つ
ゆ

子こ

松
尾
　
肇は
つ

子こ



　市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、食に関する活動を行っているグループが監修した春夏秋冬のレシピを紹介します。

● 問合先　男女協働・まちづくり課（  　☎㉓２１１５）

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

春夏秋冬 自慢味

食育ワンポイント

伊万里のレシピ  No.19
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◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
主
に
水
回

り
の
修
理
）
を
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は
　

　
作
業
に
必
要
な
た
く
さ
ん
の
部

品
や
工
程
を
覚
え
る
こ
と
で
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
お
客
様
に
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ど
ん
な
ご
要
望
で
も
お

聞
き
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
　

　『
笑
顔
』
を
忘
れ
ず
、
何
事
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す

◇
趣
　
味  

ド
ラ
イ
ブ
、ボ
ク
シ
ン
グ

◇
特
　
技  

手
品
、
絵
を
描
く
こ
と

◇
市
民
へ
一
言
　
お
客
様
だ
け
の

家
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
用
命
く
だ
さ
い

樋口 夕
ゆう

珈
か

さん

★義洋・利
り

恵
え

さんの長女

★富士町

(　  )３歳
５か月

　
私
は
歌
う
の
が
得
意
な
の
♬
家
の

ソ
フ
ァ
は
私
だ
け
の
ス
テ
ー
ジ
よ
☆

あ
と
ク
マ
の
人
形
も
好
き
♥
お
ん
ぶ

や
オ
ム
ツ
替
え
で
毎
日
忙
し
い
わ
♪

も
ち
ろ
ん
寝
る
の
も
一
緒
♡
い
ま
マ

イ
ブ
ー
ム
は
長
芋
ス
テ
ー
キ
と
き
ゅ

う
り
ス
テ
ィ
ッ
ク
★
大
人
で
し
ょ
？

　
活
発
で
優
し
い
夕
珈
ち
ゃ
ん
♥
妹

の
文あ

や

珈か

が
泣
く
と
お
も
ち
ゃ
で
あ
や

す
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
☆
ず
っ
と
姉
妹
仲
良
く
し
て
ね

(^^)

金子 侑
ゆう

矢
や

 さん

◆ 亀栄リフォーム株式会社
（伊万里町）

◆ 平成 26 年４月 入社

(19 歳・東山代町長浜 )

伊万里の

やんぐ・ウォーカー

材　料（４人分）

作り方など

①さつまいもは皮をむき、小さめの一口大の乱切りに

し、水にさらして水気を切る。

②米と黒米は別々に水洗いする。

③水洗いした米の中に黒米を入れ、均一になるように

混ぜ合わせる。

④ ③に①と塩を少々加えて、普通の炊飯の要領で炊

き上げる。

ごはんは、どんなおかずとも相性ばっちり　米の栄養素の約 7 割は、炭水化物（主にでんぷん）です。でん
ぷんは、消化吸収率が高く、食べるとすぐに体のエネルギーとして消費されます。このため、ごはんは、食べ
過ぎない限り太ることはありません。また、ごはんは、魚、肉、牛乳・乳製品、野菜、海藻、豆類などを使っ
たどんなおかずとも相性が抜群です。ごはんを主食に、主菜・副菜をそろえ、栄養バランス良く食べましょう。

新米を味わう秋の炊き込みごはん

さつまいもと黒米の
炊き込みごはん

・さつまいも（大 1 本 300 グラム）
・米（3 合）
・黒米（大さじ 3）
・塩（少々）

夢耕房農産加工グループ発行
『黒米料理レシピ』より
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：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索 162015.10

　
剪せ

ん
て
い定

や
伐
採
な
ど
で
生
じ
た
廃

材
を
提
供
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
10
月
18
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

※
無
く
な
り
し
だ
い
終
了

※
雨
天
時
は
、
10
月
25
日
（
日
）

●

場
　
所

　
大
川
内
町
平
尾
空
き
地
（
平
尾

交
差
点
を
伊
万
里
特
別
支
援
学

校
方
面
へ
約
１
５
０
㍍
、
右
側
）

●

料
　
金
　
無
　
料

※
本
人
持
ち
帰
り
と
な
り
ま
す
。

●

問
合
先
　
公
益
社
団
法
人
伊
万

里
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
３
４
７
１
）

　
い
ま
り
秋
祭
り
で
、
船
屋
橋
か

ら
の
観
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
観

覧
許
可
証
が
必
要
で
す
。

◆
い
ま
り
秋
祭
り

●

期
　
日

　
10
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

※
詳
細
は
、
次
号
市
役
所
だ
よ
り

◆
船
屋
橋
か
ら
の
観
覧
制
限

●

制
限
日
時
　
10
月
25
日
（
日
）

午
後
５
時
〜
９
時
（
通
行
規
制
）

※
『
観
覧
許
可
証
』
保
持
者
の
み
、

午
後
６
時
か
ら
立
入
り
可

◆
希
望
者
へ
の
観
覧
許
可
証
交
付

●

募
集
期
間
　
10
月
５
日
（
月
）
〜

16
日
（
金
）（
必
着
）

●

募
集
人
数
　
１
３
０
人

※
該
当
者
に
観
覧
許
可
証
を
郵
送

　
成
人
式
に
は
、市
内
だ
け
で
な
く
、

市
外
に
住
ん
で
い
る
人
も
参
加
で
き

ま
す
。
市
外
在
住
で
参
加
を
希
望
す

る
人
に
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
象
者
　
平
成
７
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

◆
平
成
28
年
市
成
人
式

●

日
　
時
　
平
成
28
年
１
月
10
日

（
日
）
午
後
２
時 

開
式

●

場
　
所
　
市
民
会
館

●

連
絡
・
問
合
先  

生
涯
学
習
課
生

　
涯
学
習
係
（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

●

応
募
方
法
　
任
意
の
様
式
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
持
参
・

郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
い
ず
れ
か

●

必
要
事
項
　
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
観
覧
者
氏

名
（
４
人
ま
で
）
の
ほ
か
『
船

屋
橋
観
覧
希
望
』
と
明
記

●

応
募
・
問
合
先
　
〒
８
４
８
‐

０
０
４
１ 

伊
万
里
市
新
天
町

５
５
４
‐
５
　
観
光
課
観
光
戦

略
室
（
　
☎
⑳
９
０
３
１
、

　
⑳
９
０
３
２
）

　
11
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、

伊
万
里
を
美
し
く
す
る
市
民
運
動

『
市
民
大
清
掃
の
期
間
』
で
す
。

◆
公
共
施
設
の
清
掃
日

●

期
　
日
　
11
月
１
日
（
日
）

◆
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入

●

受
付
時
間
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

●

注
意
事
項
　

▽
各
自
で
搬
入
す
る
ご
み
は
有
料
で

す
（
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
は

２
５
０
円
、
以
後
50
キ
ロ
グ
ラ
ム

ま
で
ご
と
に
１
２
５
円
を
加
算
）。

▽
汚
泥
や
建
築
廃
材
、
農
機
具
、

産
業
廃
棄
物
な
ど
は
受
け
入
れ

で
き
ま
せ
ん
。

●

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

子育て支援センターに
            遊びにきませんか

子育ての悩みなどの相談を受けています。
一人で悩まずに、気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌

や簡単な製作などを行います。
● 日　時　10 月 14 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
● 場　所　南波多公民館
②お誕生会（要申込）
　10 月生まれの乳幼児とその保護者
● 日　時　10 月 28 日（水）
　　　　　午前 10 時 30 分〜正午
● 場　所　子育て支援センターぽっぽ
● 申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

お
知
ら
せ

秋
の
市
民
大
清
掃

成
人
式
に
は
市
外
の

人
も
参
加
で
き
ま
す

伐
採
し
た
切
り
枝

は
要
り
ま
せ
ん
か

『
い
ま
り
秋
祭
り
』
開
催
と

船
屋
橋
か
ら
の
観
覧
制
限

10月は『土地月間』  − 大規模土地取引は届け出を ー　

土地利用（現況保有や転売を含む）を目的として一定面積以上
の土地売買などの取り引きをした場合は、届け出が必要です。
● 対象面積　都市計画区域　　 5,000 平方メートル以上
　　　　　　上記以外の区域  10,000 平方メートル以上
● 届出義務者　土地の買い主
● 届出時期　契約締結日を含め２週間以内
● 罰　則　６か月以下の懲役または 100 万円以下の罰金
● 届出・問合先　企画政策課（☎㉓２１２４）
　　　　　　　　県土地対策課（☎０９５２㉕７０３４）

FAX

福岡・佐賀・長崎 住宅流通ネットワーク 住まいへの想いをお客様といっしょに見つける「ダイアの仲介」

TEL 0955-23-2626　FAX 0955-23-8516
〒848-0041　伊万里市新天町 666　URL http://www.dia-r.co.jp

0120-316-783
株式会社

伊万里駅
●ローソン

●佐賀銀行

●不二家

●郵便局

●

● ●

労金 当店当店
西日本
シティ銀行

商工会議所

家

土地

マンション

W
査定
W
査定

相談
無料

地域
密着

秘密
厳守

迅速
対応

無料
査定

お気軽にご相談下さい。

売却も 賃貸も
お気軽にご相談下さい。

売却も 賃貸も
「広告」



チャンネル

お知らせコーナー

火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）。17 2015.10

●

日
　
時
　
10
月
20
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●

場
　
所
　
玄
海
町
町
民
会
館
、
唐

　
津
市
文
化
体
育
館
な
ど
５
か
所

●

内
　
容

　
分
科
会
ご
と
に
実
践
報
告
・
発

表
を
行
い
ま
す
。

●

参
加
料
　
１
５
０
０
円

※
資
料
代
を
含
み
ま
す
。

●

問
合
先
　
県
教
育
セ
ン
タ
ー
内

　
佐
賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究

協
議
会
事
務
局

（
☎
０
９
５
２
◯
６
４
３
４
）

◆
合
同
芸
能
発
表
会

●

日
　
時
　
11
月
８
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
箏そ

う

曲
、
長
唄
、
民
謡
、

　
大
正
琴
、
吟
詠
、
詩
舞
、
日
舞
、

舞
踊
、
器
楽
、
バ
レ
エ
、
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ラ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

●

入
場
料
　
３
０
０
円

◆
同
時
開
催
の
展
示
・
発
表

▽
書し

ょ
げ
い藝

展
・
華
道
展
・
盆
栽
展
　

　
11
月
６
日
（
金
）
〜
８
日
（
日
）

▽
茶
　
会
　
11
月
８
日
（
日
）

●

問
合
先
　
市
文
化
連
盟
・
橋
口

（
☎
㉓
０
９
３
３
）

●

申
込
方
法
　
電
話
か
メ
ー
ル

●

申
込
・
問
合
先

　
婚
活
応
援
課
内
市
婚
活
応
援
推

進
協
議
会
（
　
☎
㉓
２
９
５
０
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　d
ea

i@
city

.im
a
ri.sa

g
a
.jp

　『
佐
賀
わ
く
わ
く
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
』
は
、
使
用
期
限
を
過
ぎ
る

と
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
期
限
内
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

●

期
　
限
　
10
月
20
日
（
火
）

●

問
合
先
　
▽
伊
万
里
商
工
会
議

所
（
☎
㉒
３
１
１
１
）
▽
企
業

誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工
振
興

係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

　
結
婚
事
情
は
、
時
代
と
と
も
に
変

化
し
て
い
ま
す
。
知
っ
て
納
得
す
る

婚
活
支
援
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
11
月
３
日
（
火
・
祝
）

午
前
10
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
市
民
図
書
館

●

内
　
容
　
講
　
演

▽
演
　
題
　
〜
親
も
が
ん
ば
ら
ん

ば
?!
〜
『
今
ど
き
の
若
っ
か
も

ん
の
結
婚
事
情
』

▽
講
　
師
　
板
本
　
洋よ

う

子こ

さ
ん

　（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
地
域
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
代
表
）

●

対
象
者
　
市
内
在
住
か
在
勤
の
人

●

参
加
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
50
人
程
度

県
人
権
・
同
和
教
育

研
究
大
会
（
分
科
会
）

市

文

化

祭

親
世
代
向
け（
婚
活
応
援
）

セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

● 日　時　10月18日（日）午前９時〜午後４時
※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者

のみに案内します。
● 対象者　市内在住・在勤、または結婚を機に伊

万里市に住む意思がある 20 歳以上の独身の人
● 参加料　無　料
※別途、2,500 円（そば打ち、バーベキュー

の実費）が必要です。
● 募集人数　男女各８人
※応募多数の場合は、抽選
● 申込方法　メールまたは電話
● 申込期限　10 月８日（木）
● 申込・問合先　婚活応援課内　市婚活応援推

進協議会（　 ☎㉓２９５０）
※メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

♥
そば打ち・バーベキューで秋を満喫

♥
−秋の景色を眺めながら そばの香りと

バーベキューで会話を楽しみませんかー

婚活イベント

『
佐
賀
わ
く
わ
く
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
』
使
用
期
限

伊
万
里
特
別
支
援
学
校

は

っ

て

ん

祭

　
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度

の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
制
度
の
概
要
や
記
帳
の
し
か
た

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

対
象
者
　
農
業
・
事
業
・
不
動

産
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行

う
す
べ
て
の
人
（
所
得
税
申
告

が
必
要
な
い
人
を
含
む
）

●

日
　
時
　

▽
農
業
所
得
を
有
す
る
人

　
10
月
29
日
（
木
）午

前
10
時
〜
正
午

▽
事
業
・
不
動
産
所
得
を
有
す
る
人

　
10
月
29
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●

場
　
所
　
伊
万
里
市
役
所

●

問
合
先
　
伊
万
里
税
務
署
個
人

課
税
部
門
（
☎
㉓
３
１
４
９
）

●

日
　
時
　
10
月
11
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
10
分

●

場
　
所

　
伊
万
里
特
別
支
援
学
校

●

内
　
容
　

▽
児
童
生
徒
に
よ
る
学
習
発
表
や

作
品
の
展
示
・
販
売

▽
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
よ
る
バ
ザ
ー

●

問
合
先  

伊
万
里
特
別
支
援
学
校

（
☎
㉓
８
５
５
４
）

個
人
事
業
者
な
ど
の

記
帳
開
始
説
明
会

62

㈱エコライフ・ニブ

イベントの
お問い合わせは

佐賀LIXIL製作所 佐賀工場
最新の商品を一挙展示！

お楽しみイベントも開催

イベント
案内

飲食
コーナー

ふれあい
移動動物園

ラテアート
レッスン

タリーズコーヒー
スクール

手作り
雑貨販売

10／3
10／4

な
ど

伊万里市二里町大里336-8
二里公民館横

☎（0955）20-4188

10月3日㈯・4日㈰はリフォーム展示会

会場

ご来場プレゼント お見積プレゼント

タカラ唐津ショールーム
タカラ新商品展示会
会場

JR東多久駅

山口整形外科 ユニクロ
ハ
リ
カ

ナフコ

ヤマダ
電機

LIXIL看板目印

JR和多田駅

㈱佐賀LIXIL製作所 タカラ唐津
ショールーム

☎0952-76-2621 ☎0955-74-1724

「広告」
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設置しましょう。住宅用火災警報器（伊万里・有田消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８） 182015.10

●

筆
記
試
験
・
面
接
日
　

　
11
月
９
日
（
月
）

●

応
募
先

　
伊
万
里
公
共
職
業
安
定
所

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

（
☎
０
９
５
６
　
３
１
１
８
）

●

応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
人
ま
た
は
高
等
学
校
を
平
成

28
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

●

募
集
課
程
・
定
員
　

▽
本
科
（
２
年
制
）　
50
人

▽
専
科
（
１
年
制
）　
若
干
人

※
農
産
（
野
菜
・
米
麦
・
花
き
・
果

樹
）
や
畜
産
の
ほ
か
、
６
次
産
業

化
（
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
）

を
学
び
ま
す
。

●

試
験
場
所
　
佐
賀
県
農
業
大
学
校

●

推
薦
入
試
　

▽
願
書
受
付
　
10
月
13
日
（
火
）
〜

28
日
（
水
）

▽
試
験
日
　
11
月
６
日
（
金
）

●

一
般
入
試
　

▽
願
書
受
付
　
平
成
28
年
１
月
６

日
（
水
）
〜
20
日
（
水
）

▽
試
験
日
　
２
月
２
日
（
火
）

●

問
合
先
　
佐
賀
県
農
業
大
学
校

（
☎
０
９
５
２
㊺
２
１
４
４
）

●

日
　
時
　
11
月
11
日
（
水
）

●

場
　
所
　
武
雄
・
嬉
野
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

●

参
加
資
格  

　
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
者

●

参
加
料
　
２
０
０
０
円

※
別
途
、
プ
レ
ー
代
が
必
要
で
す
。

●

募
集
期
限
　
10
月
31
日
（
土
）

●

応
募
・
問
合
先

　
有
限
会
社
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー

ツ
内
　
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

（
☎
㉒
５
１
２
３
）

●

募
集
訓
練
科
名
　

　
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科

●

募
集
人
数
　
13
人

●

訓
練
期
間

　
12
月
２
日
（
水
）
〜

平
成
28
年
６
月
29
日
（
水
）

●

場
　
所
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

●

受
講
料
　
無
　
料

●

応
募
資
格
　

　
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

求
職
者
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
、

公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講

指
示
ま
た
は
推
薦
を
受
け
た
人

●

募
集
期
限

　
11
月
４
日
（
水
）

●

対
象
者
　

　
市
内
ま
た
は
市
近
郊
に
住
む
人

●

日
　
程
（
全
８
回
）　

▽
10
月
　
26
日
（
月
）

▽
11
月
　
２
日
（
月
）、９
日
（
月
）、

16
日（
月
）、24
日（
火
）、30
日（
月
）

▽
12
月
　
７
日
（
月
）、14
日
（
月
）

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
で
す
。

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

募
集
人
数

　
20
人
程
度

●

受
講
料

　
４
０
０
０
円

※
別
途
、
材
料
費
２
０
０
０
円
が

必
要
で
す
。

●

募
集
期
限

　
10
月
19
日
（
月
）

●

応
募
・
問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

　（
　
☎
㉒
３
９
１
１
、

㉒
４
９
１
１
）

　
秋
め
ぐ
り
親
子
ミ
ス
テ
リ
ー
バ

ス
ツ
ア
ー
で
す
。
大
人
だ
け
の
参

加
も
で
き
ま
す
。
行
き
先
は
当
日

の
お
楽
し
み
で
す
。

●

日
　
時

　
11
月
８
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●

集
合
場
所
　

　
市
民
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

●

募
集
人
数

　
45
人
（
先
着
順
）

●

参
加
料

▽
親
子
　
４
０
０
０
円
（
子
ど
も

１
人
１
０
０
０
円
）

▽
大
人
　
３
０
０
０
円

※
子
ど
も
は
小
学
生
が
対
象
で
す
。

※
バ
ス
代
、
昼
食
代
、
保
険
料
を

含
み
ま
す
。

●

応
募
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

●

応
募
・
問
合
先

　
陶
器
商
家
資
料
館
内
　
伊
万
里

市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
（
☎
・
　
㉒
７
９
３
４
）

●

日
　
時
　
11
月
７
日
（
土
）

　
午
後
１
時
〜
５
時

●

場
　
所

　
佐
賀
県
司
法
書
士
会
館

（
佐
賀
市
川
原
町
２-

36
）

●

受
講
料
　
無
　
料

●

問
合
先

　
公
益
社
団
法
人 

成
年
後
見
セ

ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

佐
賀
支
部

（
☎
０
９
５
２
㉙
０
６
２
６
）

ぼ
し
ゅ
う

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参

加

者

FAX

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後

見
制
度
入
門
講
座
受
講
生

58

し 

け 

ん

佐

賀

県

農

業

大

学

校

学

生

伊
万
里
の
魅
力
発
見

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者

職
業
訓
練
受
講
生

（
７
か
月
コ
ー
ス
）

FAX

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

『
茶
道
教
室
』
受
講
生

「広告」
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お知らせコーナー

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）19 2015.10

家庭で
  できる！

今月の省エネと
　　　地球温暖化対策

照明を見直しましょう

最近は、日が暮れるのがだんだん早くなってきて、照明器具の出番も
増えてくるころです。白熱電球（54W）を、相当品の電球形L E Dラ
ンプ（９W）に取り替えると、
年間で、電気 89.2kWh（約2,410 円）の節約、二酸化炭素
50.8kg の削減になります。

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http://www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（14 日・28 日）                                      

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第１木曜日
（１日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（15 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・3 火曜日
（６日・20 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※祝日は除く

午前10時〜
午後４時
※正午〜午後

１時は除く

行政相談 第３金曜日
（16 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（８日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

第１・３金曜日
第４日曜日

（２日・16 日
・25 日）

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※要予約

金曜日 午前９時 30 分〜
午後３時 30 分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５
◯５１６１

身障者相談 第４木曜日
（22 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日 午前９時〜

午後３時 30 分
福祉課社会
福祉係

● 山崎ピアノ教室おさらい会
　４日（日）午後２時 30 分開演

（☎㉒５４４７）
● 夢をかなえる晩成力 鈴木明子さん講演会
　９日（金）午後６時開演（☎㉓６７１２）
● ダンボール人形劇場『お花のハナックの物語』
　11 日（日）午後２時開演（☎㉒３９１１）

● 夢グループコンサート
　15 日（木）午後６時 30 分開演

（☎ 0570-666-114）
● 伊万里高等学校創立100 周年記念講演・式典
　17 日（土）（講演）午前９時開演
　　　　　　  （式典）午前 10 時 30 分開式

（☎㉓３１０１）

● 図書館伊万里塾（第２回）〔図書館ホール〕
　４日（日）午後１時 30 分〜３時 30 分
▷演 題　『市民と目指す図書館の明日』
▷講 師　草

くさがや

谷桂子さん
（静岡図書館友の会運営委員、児童文学作家）

● 名画上映会【人のつながり 家族のつながり 
第２回】〔図書館ホール〕

　11 日（日）午後２時 30 分〜４時 20 分
　『ホーム・スイート・ホーム』

（2000 年、日本、110 分）
● 子どもミニ上映会〔のぼりがまのおへや〕
　11 日（日）午後２時 30 分〜３時 30 分
　『ゆかいなゆかいなアニメコレクション〈ワ

ルツの王様〉』（2012 年、アメリカ、58 分）
※変更する場合があります。
※催し物はすべて無料です。
● 10 月の休館日
　５日、12 日、26 日
　13 〜 20 日（特別整理休館）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

10 月 の 行 事
市民センター ☎㉒３９１１

10 月の市民相談

登記や道路、年金、福祉など、国などの役所の仕事についての苦情や意見
などはありませんか。市では、総務大臣が委嘱した行政相談委員による無
料相談（上記の行政相談）を実施しています。行政相談委員は、行政の仕
組み・手続きなどに関する相談を受け、助言や関係行政機関への通知など
を行います。相談は無料で、秘密は厳守します。気軽に相談してください。
● 問合先　情報広報課市民サービス係（☎㉓２１３３）
              総務省佐賀行政評価事務所（☎ ０９５２㉒２６５１）

10 月 19 日〜 25 日は行政相談週間です

一人で悩まず
ご相談ください

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷月・水曜日　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）
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平成 27 年９月１日現在
● 人口　56,457 人　（− 18）
　　男　27,067 人　（−　5）
　　女　29,390 人　（− 13）
● 世帯　22,774 世帯（＋ 15）

（　）は前月比

広報　　　　　 2015-10
● 発行日／平成 27 年 10 月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-4313（直通）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
● 伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
● 印　刷／山口印刷株式会社

ら

か

室

集

編

子どもたちに、夏休みを利用して木に親しんでもらおうと、市内の小学生を
対象に『夏休みピノキオ木工芸作品コンクール』が開かれました。テーマ部
門とフリー部門を合わせた 36 点の応募作品の中から、各部門の最優秀賞、
優秀賞が選ばれ、８月 28 日に市役所で表彰式がありました。表彰式で江頭
興
おき

宣
のぶ

副市長は、「どの作品も工夫を凝らし、木の温もりを感じる力作ばかりで
した。この受賞を励みにして、これからも頑張ってください」と激励しました。

↑表彰式のあと、江頭副市長と記念撮影
する受賞者

木の温もりを感じさせる力作ぞろい
第11回夏休みピノキオ木工芸作品コンクール表彰

テ
ー
マ
部
門

フ
リ
ー
部
門

前田 輝
き

世
よ

人
と

 さん
( 二里小３年 )

福地 雄
ゆう

晟
せい

 さん
( 波多津小６年 )

寺尾 友
とも

一
ひと

 さん
( 伊万里小２年 )

津上 広
こう

次
じ

朗
ろう

 さん
( 牧島小４年 )

『どんぐりの
かぞくのいえ』

『未来の
エネルギーハウス』

『ゆめのえき』

『サッカーシューズと
ボール入れ』

どんぐりの秘密基地を作り
ました。どんぐり屋根の建物
でごはんを食べて、煙突があ
る家ですぐ寝れるように、木
と木の間にはしごをかけて
います。どんぐりをはり付け
るのが大変でした。

最優秀賞 優 秀 賞

最優秀賞 優 秀 賞

省エネに配慮した理想の家
を作りました。プロペラ（風
力）、屋根のパネル（太陽光）、
水車（水力）の３つで自家
発電します。特に、柱と屋
根を接着するのが難しかっ
たです。

電車が好きで、自分だけの
駅を作りました。電車の車
体と車輪を接着するのを工
夫しています。窓を小さく
切ってはり付けたり、車体
のラインを青く塗ったりす
るのが大変でした。

サッカー用具を収納で
き る 自 分 だ け の ロ ッ
カーを作りました。ボー
ルを入れる部分がわか
るように、削って色を
塗ったボールのマーク
を入れています。くぎ
をまっすぐ打つのが難
しかったです。

　
10
月
、
秋
と
い
え
ば
何
を
想
像
し
ま
す
か
。

食
欲
・
ス
ポ
ー
ツ
・
読
書
の
秋
、
最
近
で
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
い
る
よ

う
で
す
が
、
私
は
と
い
え
ば
、
今
も
昔
も
『
お

く
ん
ち
』（
秋
祭
り
）で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
数
年
、

10
月
下
旬
の
休
日
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
て

い
る
秋
祭
り
も
、
以
前
は
日
付
け
が
固
定
さ

れ
て
い
た
の
で
、
毎
年
、
カ
レ
ン
ダ
ー
で
曜

日
を
確
認
し
て
い
た
も
の
で
す
。
伊
万
里
を

離
れ
て
い
た
と
き
、
正
月
に
は
帰
ら
ず
と
も
、

お
く
ん
ち
に
は
帰
る
と
い
う
こ
と
も
。
家
で
食

べ
る
お
く
ん
ち
料
理
の
定
番
は
、
甘
い
の
か
辛

い
の
か
わ
か
ら
な
い
『
に
ご
み
』、
一
緒
に
入

れ
た
大
根
が
茶
色
に
な
り
、
昆
布
で
巻
い
た

魚
の
骨
が
軟
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
込
ん
だ
『
昆

布
巻
き
』、
栗
が
ご
ろ
ご
ろ
入
っ
た
『
栗
お
こ

わ
』、酢
の
効
い
た
『
菊
花
か
ぶ
』
な
ど
。
先
日
、

民
間
団
体
が
主
催
す
る
親
子
お
く
ん
ち
料
理

教
室
が
あ
り
ま
し
た
。
伊
万
里
の
伝
統
文
化

と
も
い
え
る
お
く
ん
ち
料
理
を
、
い
ろ
ん
な

人
た
ち
の
思
い
も
込
め
て
継
承
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
な
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。（
令
）


